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新型コロナウイルスの感染拡大防止に御協力をお願いします
　・手洗い・うがいを励行しましょう
　・密閉、密集、密接の３つの密を避けましょう
　・感染リスクの高い地域への移動を避けましょう
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◎議案上程
　11月17日の本会議では、２年度一般会計補正
予算など、28件の市長提出議案を上程し、所管
の各常任委員会に審査の付託をしました。続いて
請願２件を上程し、紹介議員の趣旨説明の後、所
管の常任委員会に審査の付託をしました。
　また、11月26日には、職員などの給与改定に
関する４件の市長提出議案を追加上程し、所管の
常任委員会に審査の付託をしました。

◎代表・一般質問に15議員
　11月30日の本会議では、４会派の代表議員が代表質問を行うとともに、追加上程された
議案４件の採決が行われ、いずれも原案のとおり可決されました。12月１日及び２日の本
会議では11人の議員が一般質問を行い、市政の諸課題について市の考えをただしました。
　また、12月２日の本会議では職員の通勤手当に関する条例など３件の議案を追加上程し、
所管の常任委員会に審査の付託をしました。

◎市長提出議案及び意見書を可決
　12月14日の本会議では、各常任委員長から審査の経過と結果が報告された後、１議員か
ら図書館の指定管理者指定の２件に対する反対討論があり、採決した結果、市長提出議案
31件は原案のとおり可決し、請願２件はいずれも不採択となりました。また、人事委員会
委員1人の選任案及び人権擁護委員候補者2人の推薦案に同意しました。
　このほか、議会提出議案として意見書６件を可決し、国に対してその実現を要望しました。

本会議での起立採決

　11月定例会は、11月17日から12月14日までの28日間にわたって開催しました。

  一般会計10億4400万円の補正予算を可決  
 国道152号の復旧や新型コロナウイルス感染症対策などを重点化　

◆民間建築物に係るアスベスト調査及び除去等工事に関する補助の継続等を求める意見書
◆外国資本による土地売買の規制に関する法整備を求める意見書
◆建設発生土に対する適切な対応を求める意見書
◆中小企業の円滑な事業承継の実現に向けた支援策の強化を求める意見書
◆災害を受けた中山間地域の生活維持に関する対策の強化を求める意見書
◆犯罪被害者支援の充実を求める意見書

可 決 し た 意 見 書 意見書とは、国や県等が実施すべき事項について、議会の意思を意見として
まとめ、内閣総理大臣や関係行政機関などに対して提出するものです。

11月
定例会
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◎11月定例会のあらまし

議
会
活
動
の
経
過

〔
11
月
〕

17
日　
本
会
議（
11
月
定
例

　
　
　
会
開
会・議
案
上
程
）

18
日　
行
財
政
改
革
・
大
都
市

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会

26
日　
本
会
議

　
　
　
総
務
委
員
会

　
　
　
市
民
文
教
委
員
会

27
日　
議
会
運
営
委
員
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30
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

〔
12
月
〕

1
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本
会
議（
一
般
質
問
）

２
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

３
日　
各
常
任
委
員
会

７
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大
型
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共
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設
建
設

　
　
　
調
査
特
別
委
員
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日　
議
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運
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委
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本
会
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採
決・11
月
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コ
ロ
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ウ
イ
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特
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日　
行
財
政
改
革
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大
都
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制
度
調
査
特
別
委
員
会

〔
1
月
〕

19
日　
各
常
任
委
員
会

20
日　
交
通
政
策・大
規
模
災
害

　
　
　
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
地
方
創
生
調
査
特
別

　
　
　

 

委
員
会（
現
地
視
察
）

　



波線（           ）については、11ページの用語解説を御覧ください

可 決 し た 主 な 議 案
　２年度一般会計補正予算　

　総額10億4400万円
◆７月の豪雨で被災した国道152号、秋葉トンネル

の復旧対策工事　　　　　　 　　 3億7500万円

◆国道152号通行止めに伴う迂回路における交通誘
導体制の強化　　　　 　　  　 　３億6000万円

◆ベンチャー企業の資金調達を支援するため、市認
定のベ

※１
ンチャーキャピタル(VC)が投資する額と同

額を限度とした交付金の交付
　　　　　 　

２億円   

◆新型コロナウイルス感染症病床の確保　　　
　　　　　　　(病院事業会計）２億9981万円
◆新型コロナウイルス感染防止のため、修学旅

行の中止で生じたキャンセル料の保護者負担
に対する助成　　　　　　　　　　

500万円

◆新型コロナウイルス感染症患者の医療機関及
び軽症者等宿泊療養施設への搬送業務委託

　 
　　　　　　　　　　　　　   　　

461万円

◆小学校６校、中学校４校へ新たに発達支援学級の
教室を整備　　　　　　　　　　   　2876万円

◆浜松が舞台となるキャンプを題材としたアニメ
『ゆるキャン△』を活用した観光誘客

  429万円

◆若者の移住・定着を図るため、市と企業が協力し
奨学金返還額の一部を補助する制度の開始に向け
た周知

　　　　　　　　　　   　        100万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　など

光ファイバ網整備事業者への支援
●過疎地域自立促進計画の変更

光ファイバ未整備地域の解消に向けて、整備事
業者を支援するため、国の事業が活用できるよ
う計画を変更します。

22施設の指定管理者を指定
●指定管理者の指定

舞阪総合体育館や福祉交流センターなど、22施
設の指定管理者を指定します。

ベンチャー企業支援（ファンドサポート事業）のスキーム図

秋葉トンネルの安全確保工事の状況（２年12月18日現在）
※12月29日暫定開通

新型コロナウイルスの感染拡大防止に御協力をお願いします
　すべての人に優しさと思いやりの心を

　～感染者等への誹謗中傷は「重大な人権侵害」です～

『ゆるキャン△ ＳＥＡＳＯＮ２』の舞台となり観光誘客が期待
される奥浜名湖
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◎可決した主な議案

27
日　
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財
政
改
革
・
大
都
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制
度
調
査
特
別
委
員
会

〔
2
月
〕

4
日　
各
常
任
委
員
会
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◎行政区再編に関する協議の経過

　行政区の再編については、行財政改革・大都市制度調査特別委員会において
協議を進めています。　
　２年11月・12月の協議では、今後の協議を進めるに当たっての前提条件、協
議事項とその順序を決定しました。また、３年１月には行政区再編のスケジュ
ールについて協議し、４年度中に関係条例を改正することを決定しました。

　
1　区の線引きに関すること
　・合区及び区の線引きにはこだわらない。
　・人口規模と面積を考慮する。
２　区の数に関すること
　・現行区より少ない区数とする。

３　学校区・自治会に関すること
　・原則として、学校区、地区自治会連合会は分割しない。

４　市民サービスに関すること　
　・市民サービスは低下させない。

５　地域特性に関すること
　・地域の事情（特性）を考慮する。

６　行財政運営に関すること
　・人口減少、出生率の低下を考慮した行政経営、財政運営を協議する。

　今後は、この前提条件を踏まえ、行政区再編のための条例の制定・実施時期
などのスケジュールや具体的な区割り案などの協議を進めていきます。

　
１　行政区再編のスケジュール ⇒　
２　区の数、具体的な区割り案
３　市民サービスの提供体制、住民自治の姿
４　区長の権限
５　区再編に伴う議員定数

　市議会では、市民の皆さんにも分かりやすいように、
　　　　　　　丁寧な議論をスピード感を持って進めていきます

　協議の経過はこちらから
区制度協議の経過

　行政区再編に関する
　　　　　　協議の経過

  協議の前提条件

  協議事項と協議の順序

特別委員会

 ４年度中に条例改正



総 
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委 
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会
厚
生
保
健
委
員
会
環
境
経
済
委
員
会
建
設
消
防
委
員
会
市
民
文
教
委
員
会

●
賦
課
徴
収
事
業
に
つ
い
て　

質
疑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
減
収
し
た
事
業
者

を
対
象
と
す
る
、
固
定
資
産
税
及

び
都
市
計
画
税
の
特
※

例
措
置
の
周

知
方
法
は
。　

答
弁
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
周
知
に
加
え
、
税
理
士
会
、

法
人
会
、
青
色
申
告
会
、
商
工
会

議
所
な
ど
の
関
連
団
体
や
金
融
機

関
へ
も
周
知
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

●
広
報
は
ま
ま
つ
発
行
事
業
に
つ
い

　
て　
　
　
　
　
　

質
疑
発
行
と
同
時
に
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
が
公
開
さ

れ
て
い
る
中
で
、
今
後
の
紙
媒
体

に
よ
る
発
行
に
対
す
る
考
え
は
。

答
弁
元
年
度
の
広
聴
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
回
答
者

の
う
ち
約
64
％
が
毎
号
お
お
む
ね

読
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち
約
98
％

が
紙
媒
体
で
読
ん
で
い
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

面
の
間
は
紙
媒
体
を
併
用
し
た
形

で
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

　
常
任
委
員
会
で
の
２
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
審
査
の
概
要
で
す

●
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
、
健

　
康
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
国
民
健
康

　
保
険
料
の
改
善
を
求
め
る
請
願　

　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
制
度

は
受
益
者
負
担
で
成
り
立
っ
て
い

る
以
上
、
保
険
料
引
下
げ
に
つ
い

て
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
子
供
の
均
等
割
の
減
額
に

つ
い
て
は
、
財
政
運
営
の
責
任
主

体
で
あ
る
県
が
国
に
負
担
を
要
請

し
て
い
る
た
め
、
本
市
も
県
に
合

わ
せ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
広
域
化
に
よ
り
本
市
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
が
抜
本
的
な
改
革

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
子
供
の
均
等
割
の
減

額
な
ど
に
つ
い
て
は
、
独
自
の
条

例
も
し
く
は
要
綱
に
基
づ
き
手
厚

く
対
応
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
制
度
を
支
え
て
い

く
た
め
、
議
会
は
本
請
願
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 ●

国
民
宿
舎
奥
浜
名
湖
の
指
定
管
理

　
者
の
指
定
に
つ
い
て

質
疑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
の
稼

働
率
の
状
況
は
。　
　
　
　
　
　

答
弁
２
年
度
前
半
は
休
業
し
て

い
た
が
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
な

ど
の
効
果
も
あ
っ
て
徐
々
に
回
復

し
つ
つ
あ
り
、
10
月
は
対
前
年
比

で
宿
泊
は
約
77
・
６
％
、
昼
食
を

含
め
た
休
憩
が
約
80
％
、
日
帰
り

入
浴
は
約
123
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。
宴
会
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
施

設
で
あ
り
、
第
３
波
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
市
民
に
利
用
を
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
。

●
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教

　
育
を
求
め
る
請
願

意
見

全
小
・
中
学
校
の
発
達
支

援
学
級
と
、
中
学
校
区
ご
と
の
通

級
指
導
教
室
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

学
校
ご
と
の
必
要
度
に
応
じ
て
毎

年
計
画
的
に
設
置
を
行
っ
て
お
り
、

市
内
小
・
中
学
校
で
一
斉
に
設
置

す
る
に
は
、
財
源
の
確
保
が
課
題

と
な
り
、
困
難
を
伴
う
。
ま
た
、

全
学
年
で
の
30
人
学
級
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
３
年
生
ま
で

実
施
し
て
い
る
本
市
は
、
他
市
町

と
比
べ
て
も
進
ん
で
い
る
状
況
で

あ
り
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

優
先
順
位
や
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が

ら
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
生
活
困
窮
家
庭
に
対
す
る

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、

生
活
保
護
制
度
や
独
り
親
家
庭
へ

の
支
援
な
ど
の
福
祉
的
支
援
策
も

含
め
た
総
合
的
な
視
点
が
必
要
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
賛
成
な
し
で
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

国民宿舎奥浜名湖

●
万ま
ん
ご
く斛
庄
屋
公
園
整
備
事
業
に
つ
い

　
て　
　
　
　

質
疑
事
前
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
市
場
調
査
で
出
さ
れ
た
意
見
と
、

そ
れ
に
対
す
る
考
え
は
。　
　
　

答
弁
調
査
に
参
加
し
た
事
業
者

か
ら
は
、
物
販
や
万
斛
庄
屋
公
園

で
活
動
し
て
い
る
高
齢
者
・
子
供

の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
社
会
貢

献
の
場
と
し
て
利
用
し
た
い
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
今
後
、
多
世
代

交
流
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
提
案
を
選
定
し
て
い
き
た
い
。

●
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
操
縦
士
養
成

　
事
業
に
つ
い
て

質
疑
操
縦
士
の
養
成
を
民
間
機

関
に
依
頼
し
た
場
合
の
費
用
は
。

答
弁
民
間
で
事
業
用
の
資
格
を

取
得
す
る
に
は
、
１
人
２
５
０
０

万
円
程
度
が
必
要
と
な
る
。
今
回

は
、
総
務
省
消
防
庁
が
実
施
す
る

養
成
事
業
に
派
遣
す
る
も
の
で
、

３
年
度
と
４
年
度
の
２
年
間
の
養

成
費
用
と
し
て
１
０
０
０
万
円
を

計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。　
　
　

多
数
意
見

少
数
意
見

委
員
会
の
結
論

委
員
会
の
結
論

※
特
例
措
置
の
申
告
受
付
は
、令
和
３
年
１
月

　
４
日
か
ら
２
月
１
日
ま
で
で
す
。
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◎常任委員会の状況



質
問

本
市
の
動
物
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

に
、
地
域
猫
な
ど
と
共
生

す
る
社
会
の
実
現
を
目
指

す
た
め
の
具
体
的
な
項
目

や
飼
い
主
の
遵
守
事
項
を

加
え
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

現
在
の
条
例
は
、

ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン
な
ど
の

特
定
動
物
の
管
理
方
法
や

動
物
管
理
員
の
設
置
を
定

め
た
も
の
で
あ
り
、
犬
や

猫
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

は
定
め
て
い
な
い
。　
　

　
県
で
は
、
地
域
猫
活
動

の
推
進
支
援
を
含
む
基
本

指
針
に
即
し
て
、
新
し
い

動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画

の
策
定
作
業
を
進
め
て
お

り
、
策
定
に
当
た
っ
て
は

本
市
も
参
加
し
、
意
見
も

反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
か

ら
、
策
定
後
は
新
し
い
計

画
に
沿
っ
た
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。
ま
た
、
条
例

の
改
正
に
つ
い
て
も
、
新

し
い
計
画
や
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

の
政
省
令
の
改
正
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
女
性
人
材
リ
ス
ト
の
活

用
で
社
会
参
画
促
進
を

②
児
童
・
生
徒
の
こ
こ
ろ

の
健
康
観
察
の
継
続
を

③
全
て
の
公
共
施
設
に

　
Ｗ
ⅰ
ー
Ｆ
ⅰ
の
整
備
を 

公明党
幸田　惠里子

地
域
猫
と
の
共
生
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
条
例
を

特定の飼い主がいない地域猫

 
代
表
質
問

11
月
30
日
に
は
、会
派
を
代
表
し
て
、4
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

入
院
対
象
で
は
な

い
軽
症
者
な
ど
の
受
入
体

制
は
ど
う
か
。
ま
た
、
医

療
機
関
へ
の
支
援
の
内
容

は
ど
う
か
。　
　
　
　
　

答
弁

軽
症
者
用
宿
泊
療

養
施
設
に
つ
い
て
は
、
県

が
三
ヶ
日
町
に
あ
る
民
間

の
研
修
所
を
確
保
し
運
用

し
て
い
る
が
、
新
た
な
宿

泊
施
設
の
確
保
に
向
け
て

最
終
調
整
に
入
っ
て
お
り
、

本
市
も
地
元
説
明
な
ど
で

協
力
し
て
い
る
。
今
後
も
、

県
や
医
療
機
関
と
連
携
し
、

適
切
な
医
療
や
療
養
環
境

を
提
供
で
き
る
体
制
を
確

保
し
て
い
く
。　
　
　
　

　
ま
た
、
医
療
機
関
へ
の

支
援
は
、
国
に
よ
る
感
染

拡
大
防
止
等
支
援
事
業
や

従
事
者
慰
労
金
交
付
事
業

の
ほ
か
、
本
市
独
自
で
、

市
内
医
療
機
関
へ
の
サ
ー

ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の
配
付
や

休
日
当
番
医
へ
の
個
人
防

護
具
の
配
付
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
も
医
師
会

と
連
携
し
、
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
。　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
区
再
編
に
向
け
丁
寧
な

住
民
説
明
会
の
実
施
を

②
不
登
校
の
実
態
把
握
と

支
援
策
の
検
討
を　
　

③
放
課
後
児
童
会
の
所
管

部
局
の
考
え
方
は

自由民主党浜松
髙林　修

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
医
療
崩

壊
を
防
ぐ
取
組
を   

かさいっこ第２放課後児童会

質
問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
を
受
け
て
導
入
を

進
め
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
り
、

学
習
の
際
に
蓄
積
さ
れ
た

子
供
た
ち
の
デ
ー
タ
の
取

扱
い
に
関
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
は
ど
う
か
。

答
弁

本
市
で
は
、
ク
ラ

ウ
ド
型
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
や
学
習
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
環
境
整

備
を
進
め
て
お
り
、
ク
ラ

ウ
ド
に
蓄
積
さ
れ
た
学
習

デ
ー
タ
な
ど
の
取
扱
い
は
、

守
秘
義
務
や
情
報
の
目
的

外
利
用
及
び
第
三
者
へ
の

提
供
禁
止
な
ど
を
仕
様
書

に
定
め
、
必
要
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
が
設
定
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
選

定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
学
校
で
守
る

べ
き
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
の
ル
ー
ル
な
ど
を
定
め

た
「
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
基
準
」
を
２
年

度
内
に
策
定
し
、
学
校
で

の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

① 

歳
入
減
が
予
想
さ
れ
る

中
で
の
行
財
政
改
革
は

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
目
標
は　
　

③
都
市
緑
化
な
ど
の
推
進

で
都
市
の
魅
力
向
上
を

創造浜松
遠山　将吾

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
蓄

積
デ
ー
タ
の
安
全
対
策
を

アクト通りの都市緑化（夜景）
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一
般
質
問

質
問

高
齢
者
の
運
転
免

許
証
返
納
を
促
進
さ
せ
る

観
点
か
ら
、
新
た
な
制
度

を
創
設
し
、
公
共
交
通
の

利
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
事
故
の
多
発
を
背

景
に
、
高
齢
者
の
運
転
免

許
証
返
納
数
は
直
近
の
５

年
間
で
約
２
倍
に
増
え
て

お
り
、
返
納
者
が
公
共
交

通
を
利
用
し
や
す
く
す
る

た
め
、
各
市
で
様
々
な
特

典
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
、
高
齢
者
の
免

許
証
返
納
数
は
同
様
の
傾

向
が
見
ら
れ
、
交
通
事
業

者
に
よ
る
返
納
者
を
対
象

と
し
た
運
賃
割
引
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。　
　

　
今
後
も
、
割
引
制
度
の

継
続
を
依
頼
す
る
と
と
も

に
、
本
市
が
運
行
す
る
地

域
バ
ス
に
お
い
て
、
運
転

経
歴
証
明
書
を
提
示
し
た

人
に
対
し
、
最
長
１
年
間

に
限
り
運
賃
の
半
額
を
割

引
す
る
制
度
の
導
入
を
検

討
し
て
い
く
。　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
で
個

人
情
報
は
守
ら
れ
る
か

②
行
政
需
要
に
応
じ
た
適

正
な
職
員
配
置
を　
　

③
コ
ロ
ナ
対
策
で
施
設
な

ど
に
定
期
的
な
検
査
を

日本共産党浜松市議団
小黒　啓子

春野ふれあいバス

質
問

本
市
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
普
及

促
進
を
図
る
た
め
の
様
々

な
年
齢
層
に
向
け
た
カ
ー

ド
活
用
サ
ー
ビ
ス
の
検
討

状
況
は
ど
う
か
。　
　
　

答
弁
２
年
11
月
１
日
現

在
の
交
付
率
は
19
・
２
％

で
あ
り
、
年
齢
層
別
で
は
、

年
少
人
口
は
10
％
、
生
産

年
齢
人
口
は
19
・
２
％
、

老
年
人
口
は
20
・
４
％
と

い
う
状
況
で
あ
る
。
本
市

で
は
、
母
子
健
康
手
帳
の

乳
幼
児
健
診
情
報
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
閲
覧
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
お
り
、

妊
婦
健
診
情
報
の
さ
ら
な

る
メ
ニ
ュ
ー
拡
大
や
介
護

保
険
証
再
発
行
申
請
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
も
検
討

し
て
い
る
。　
　

　
今
後
も
、
国
の
動
向
を

踏
ま
え
、
組
織
横
断
的
に

情
報
を
共
有
し
、
各
年
代

層
へ
向
け
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
区
再
編
に
向
け
た
市
長

の
思
い
は　
　
　
　
　

②
事
故
削
減
に
向
け
公
用

車
に
サ
ポ
カ
ー
導
入
を

③
佐
鳴
湖
公
園
の
園
路
の

安
全
対
策
を　
　
　
　

岩田　邦泰
市民クラブ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

さ
ら
な
る
活
用
を

損傷が目立つ佐鳴湖公園の園路

質
問

北
区
都
田
・
三
方

原
地
域
で
は
、
路
線
バ
ス

の
運
行
本
数
が
減
少
し
住

民
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
遠
州
鉄
道
浜

北
駅
を
結
ぶ
地
区
内
バ
ス

の
試
行
運
行
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁

当
該
地
域
の
自
治

会
な
ど
か
ら
の
要
望
を
受

け
、
地
区
内
交
通
の
導
入

や
運
行
計
画
な
ど
を
検
討

す
る
庁
内
会
議
を
立
ち
上

げ
、
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　
運
行
計
画
は
、
地
域
住

民
に
加
え
周
辺
企
業
の
ニ

ー
ズ
を
十
分
把
握
す
る
と

と
も
に
、
３
年
６
月
に
開

設
予
定
の
市
民
音
楽
ホ
ー

ル
の
利
用
状
況
や
、
現
在

整
備
中
の
都
市
計
画
道
路

平
口
大
原
線
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
、
適
切
に
策
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後

は
、
地
域
の
自
治
会
や
関

係
機
関
な
ど
と
の
合
意
形

成
を
図
り
、
バ
ス
の
試
行

運
行
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。　
　

そ
の
他
の
質
問

①
金
原
明
善
翁
没
後
100
年

の
顕
彰
イ
ベ
ン
ト
を　

②
市
街
化
調
整
区
域
開
発

　
運
用
基
準
の
見
直
し
を

③
入
居
率
が
低
い
大
規
模

市
営
住
宅
の
今
後
は　

齋藤　和志
自由民主党浜松

公
共
交
通
の
確
保
に
地
区

内
バ
ス
の
導
入
を　
　
　

浜北区内を運行しているコミュニティバス

高
齢
者
の
免
許
証
返
納
促

進
と
移
動
手
段
の
確
保
を

12
月
１
日
、２
日
に
は
、11
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た

7
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質
問

舘
山
寺
街
道
の
花

川
橋
の
耐
震
化
な
ど
の
検

討
状
況
と
今
後
の
計
画
は

ど
う
か
。
ま
た
、
橋
前
後

の
緊
急
輸
送
路
未
整
備
区

間
の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。

答
弁

花
川
橋
は
、
昭
和

33
年
架
設
の
老
朽
橋
で
あ

り
、
耐
震
化
が
必
要
で
、

直
近
の
法
定
点
検
で
は
早

期
修
繕
が
必
要
と
診
断
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
道

路
構
造
令
を
満
た
す
幅
員

が
確
保
で
き
て
い
な
い
な

ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
架
け
替
え
に
よ
る
整

備
を
進
め
て
い
く
。　
　

　
ま
た
、
橋
前
後
の
緊
急

輸
送
路
未
整
備
区
間
に
つ

い
て
は
、
橋
梁
取
付
け
区

間
を
す
じ
か
い
橋
交
差
点

か
ら
湖
東
団
地
西
交
差
点

ま
で
と
し
て
、
花
川
橋
と

同
一
の
基
準
規
格
で
一
体

的
に
整
備
す
る
計
画
で
あ

る
。
今
後
は
、
２
年
度
に

実
施
す
る
道
路
予
備
設
計

で
橋
梁
の
位
置
を
決
定
し
、

３
年
度
に
橋
梁
の
予
備
設

計
に
着
手
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
植
松
和
地
線
と
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後
は

②
市
営
住
宅
湖
東
団
地
の

再
生
に
向
け
た
取
組
は

③
新
た
な
工
場
用
地
確
保

の
見
通
し
と
公
表
は　

倉田　清一
自由民主党浜松

花
川
橋
の
早
期
整
備
で
緊

急
輸
送
路
の
確
保
を　
　

整備が期待される花川橋

質
問
元
年
11
月
議
会
で

校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て

質
問
し
た
が
、
そ
の
後
の

取
組
で
何
校
が
ど
の
よ
う

な
見
直
し
を
し
た
の
か
。

答
弁
全
て
の
中
学
校
で

校
則
を
見
直
し
、
８
割
の

中
学
校
で
制
服
・
頭
髪
・

靴
な
ど
の
項
目
に
お
い
て
、

色
や
形
の
指
定
や
禁
止
、

男
女
の
区
別
な
ど
の
記
載

の
仕
方
に
つ
い
て
変
更
を

行
っ
た
。
ま
た
、
生
徒
自

身
が
見
直
し
の
必
要
性
に

つ
い
て
話
し
合
う
活
動
を

取
り
入
れ
た
学
校
も
あ
る
。

　
今
後
も
、
定
め
ら
れ
た

校
則
を
た
だ
受
け
入
れ
る

だ
け
で
な
く
、
学
校
生
活

を
安
全
で
充
実
し
た
も
の

に
す
る
た
め
に
そ
の
校
則

は
必
要
な
の
か
な
ど
、
生

徒
自
身
が
主
体
的
に
考
え

る
こ
と
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
、
校
則
の
意
義
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
実
態

に
応
じ
た
積
極
的
な
見
直

し
を
実
施
し
、
生
徒
の
規

範
意
識
や
主
体
性
を
培
う

よ
う
努
め
て
い
く
。　
　

そ
の
他
の
質
問

①
犯
罪
被
害
者
支
援
に
特

化
し
た
条
例
の
制
定
を

②
自
主
防
災
組
織
へ
の
女

性
の
参
画
推
進
を　
　

③
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を

支
援
す
る
取
組
を　
　

鈴木　恵
浜松市政向上委員会

多
様
性
を
認
め
る
校
則
へ

の
見
直
し
の
取
組
状
況
は

協働センター主催の高齢者向けパソコン講座

質
問

市
内
に
お
け
る
空

き
家
は
増
加
し
続
け
て
お

り
、
対
応
・
対
策
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

空
き
家
対
策
の
専
門
家
で

あ
る
司
法
書
士
会
と
連
携

し
て
解
決
に
導
く
考
え
は

な
い
か
。

答
弁

平
成
28
年
の
空
家

等
対
策
計
画
策
定
の
際
に

は
、
司
法
書
士
会
か
ら
空

家
等
対
策
委
員
の
推
薦
を

受
け
て
お
り
、
３
年
度
の

第
２
次
計
画
策
定
に
際
し

て
も
、
推
薦
を
依
頼
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
空

き
家
所
有
者
の
相
続
な
ど

に
関
す
る
相
談
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
29
年
度
か

ら
空
き
家
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
会
を
開
催
し
、
司
法

書
士
会
か
ら
相
談
員
の
派

遣
を
受
け
て
い
る
。　
　

　
こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま

え
、
司
法
書
士
会
と
相
互

に
連
携
し
て
空
き
家
対
策

を
進
め
る
た
め
、
２
年
度

中
に
「
空
家
等
の
対
策
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
自
治
会
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
に
対
す
る
支
援
を

②
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
事
業
展
開
を

③
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
向
け
た
取
組
を

丸　英之
公明党

司
法
書
士
会
と
連
携
し
て

空
き
家
対
策
を　
　
　
　

車椅子ソフトボール

8

◎一般質問



質
問

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、

様
々
な
農
業
課
題
を
解
決

す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る

が
、
産
学
官
に
よ
る
取
組

や
知
見
に
つ
い
て
情
報
を

共
有
し
、
連
携
す
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
弁

本
市
に
は
優
れ
た

技
術
を
有
す
る
企
業
が
多

く
存
在
す
る
こ
と
に
着
目

し
、
そ
の
技
術
だ
け
で
な

く
、
生
産
工
程
管
理
な
ど

企
業
が
培
っ
て
き
た
知
見

を
農
業
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
を
促
進
し
、
農
業
の
発

展
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

官
民
連
携
の
ス
マ
ー
ト
農

業
推
進
協
議
会
の
設
立
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
こ
の
協
議
会
を
中
心
に
、

農
業
者
や
も
の
づ
く
り
企

業
な
ど
異
業
種
と
の
連
携

に
よ
る
新
た
な
取
組
を
促

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
実

践
す
る
生
産
者
の
増
加
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
、
普
及

促
進
を
図
っ
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
３
年
度
以
降
の
交
通
安

全
対
策
事
業
の
取
組
は

②
地
域
事
情
に
合
っ
た
移

動
手
段
の
導
入
支
援
を

③
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
進
捗
状
況
は　
　

小野田　康弘
自由民主党浜松

産
学
官
の
連
携
で
ス
マ
ー

ト
農
業
の
普
及
促
進
を

ドローンを活用したスマート農業の実証実験

質
問
発
達
支
援
の
診
療

療
育
を
実
施
し
て
い
る
友

愛
の
さ
と
診
療
所
及
び
子

ど
も
の
こ
こ
ろ
の
診
療
所

の
現
況
と
、
今
後
の
取
組

は
ど
う
か
。　
　
　
　
　

答
弁
両
診
療
所
は
、
小

児
医
療
、
児
童
精
神
を
中

心
と
し
た
診
療
機
関
と
し

て
、
発
達
障
が
い
な
ど
の

診
療
を
行
っ
て
い
る
。
初

診
待
機
改
善
の
た
め
、
聞

き
取
り
に
よ
り
診
療
前
の

整
理
を
行
う
と
と
も
に
、

診
療
室
の
増
設
工
事
を
行

っ
て
き
た
が
、
診
療
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
か
ら
、
待
機

期
間
短
縮
に
は
つ
な
が
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
国
も
初
診
待
機
を
全
国

的
な
課
題
と
認
識
し
、
診

断
ま
で
の
過
程
の
見
直
し

な
ど
を
行
う
発
達
障
害
診

断
待
機
解
消
事
業
を
創
設

し
て
お
り
、
今
後
は
関
係

機
関
が
協
議
す
る
発
達
障

害
者
支
援
地
域
協
議
会
で
、

学
校
、
医
療
機
関
の
現
状

を
踏
ま
え
、
診
療
体
制
を

検
討
し
て
い
く
。　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
丁
寧
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
プ
※
２

ロ
ボ
ノ
支
援
を

②
キ
ャ
リ
ア
教
育
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
活
用
の
考
え
は

③
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
の
さ

ら
な
る
拡
大
・
整
備
を

鈴木　幹夫
自由民主党浜松

早
期
対
応
可
能
な
発
達
障

が
い
診
療
体
制
の
構
築
を

車と駐車場を活用したテレワーク実証実験

質
問

災
害
時
の
避
難
に

当
た
っ
て
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
の
要
支
援

者
名
簿
は
有
効
で
あ
る
。

国
の
指
針
で
は
、
避
難
の

実
効
性
を
担
保
す
る
た
め

の
個
別
計
画
の
策
定
を
推

進
し
て
い
る
が
、
災
害
時

に
名
簿
を
機
能
さ
せ
る
体

制
の
現
状
は
ど
う
か
。　

答
弁

平
成
28
年
度
か
ら
、

要
支
援
者
と
避
難
支
援
者

な
ど
を
定
め
て
お
く
個
別

計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
要
支
援
者
と
避

難
支
援
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
、
個
別
計
画
を
作
成

し
た
人
の
割
合
は
、
元
年

度
末
で
40
・
５
％
で
あ
る
。

　
名
簿
を
災
害
時
に
機
能

さ
せ
る
た
め
に
は
、
マ
ッ

チ
ン
グ
率
を
向
上
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

様
式
の
簡
素
化
や
地
域
の

好
事
例
の
横
展
開
な
ど
に

努
め
、
要
支
援
者
へ
の
支

援
体
制
が
一
人
で
も
多
く

構
築
で
き
る
よ
う
、
自
治

会
や
関
係
機
関
と
も
緊
密

に
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
北
遠
主
要
道
路
の
防
災

工
事
の
現
状
と
今
後
は

②
今
後
の
中
山
間
地
域
振

興
に
向
け
た
考
え
は　

③
湖
北
高
校
佐
久
間
分
校

に
対
す
る
考
え
は　
　

太田　利実保
創造浜松

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支

援
者
の
支
援
体
制
は

湖北高校佐久間分校校舎

・

9
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◎一般質問

質
問

四
ツ
池
公
園
運
動

施
設
の
再
整
備
を
進
め
て

い
く
中
で
、
渋
滞
の
解
消

や
歩
行
者
の
安
全
確
保
な

ど
、
予
想
さ
れ
る
地
域
の

課
題
に
対
し
て
、
関
係
部

局
が
連
携
し
て
進
め
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。　
　

答
弁
四
ツ
池
公
園
運
動

施
設
の
整
備
方
針
に
つ
い

て
は
、
特
別
委
員
会
で
協

議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
種
類
や
規
模
な
ど

施
設
の
概
略
が
決
め
ら
れ

る
。
大
型
公
共
施
設
の
立

地
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

住
民
の
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、
立
地
に
伴
い
将
来

生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
ア

ク
セ
ス
な
ど
の
課
題
や
解

決
方
法
を
施
設
整
備
が
具

体
化
す
る
前
に
把
握
し
、

地
域
住
民
と
十
分
調
整
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。　

　
そ
の
た
め
、
庁
内
の
関

係
課
か
ら
成
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
２
年
12
月

中
に
立
ち
上
げ
、
将
来
予

想
に
必
要
な
現
状
課
題
の

抽
出
か
ら
開
始
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー

に
助
成
制
度
の
導
入
を

②
多
子
世
帯
保
育
負
担
軽

減
の
年
齢
制
限
撤
廃
を

③
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
映
像
配
信
の
強
化
を

北野谷　富子
市民クラブ

四
ツ
池
公
園
運
動
施
設
の

整
備
は
地
域
へ
の
配
慮
を

浜松国際ピアノコンクールの映像配信画面

質
問
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

愛
称
案
の
意
見
募
集
で
は
、

愛
称
と
い
う
表
現
や
意
見

聴
取
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど

が
市
民
に
分
か
り
に
く
い

こ
と
が
課
題
と
感
じ
た
が
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。

答
弁
本
市
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
制
度
は
、
平
成

29
年
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
、
市
有
財
産
の
有

効
活
用
に
よ
る
自
主
財
源

の
確
保
と
施
設
運
営
の
長

期
安
定
化
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。　
　
　

　
し
か
し
、
課
題
解
決
の

た
め
さ
ら
な
る
改
正
が
必

要
と
認
識
し
て
お
り
、
現

在
ま
で
に
制
度
を
導
入
し

た
４
件
の
経
験
で
得
た
課

題
な
ど
を
再
確
認
し
、
導

入
促
進
に
向
け
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
の
導
入

方
法
や
募
集
時
期
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
の
使
途

な
ど
、
よ
り
分
か
り
や
す

い
制
度
と
な
る
よ
う
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を

速
や
か
に
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
教
員
免
許
更
新
の
現
状

と
人
材
確
保
の
取
組
は

②
地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
の
た
め
の
方
針
は　

③
浜
松
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
構
想

で
地
域
の
課
題
解
決
を

神間　郁子
自由民主党浜松

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度

を
分
か
り
や
す
い
も
の
に

愛称が決まった市民音楽ホール（イメージ図）

質
問
浜
松
環
状
線
は
、

本
市
の
物
流
機
能
を
支
え

る
重
要
道
路
で
あ
る
が
、

未
整
備
区
間
の
工
事
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

遠
州
鉄
道
西
ヶ
崎
駅
周
辺

の
鉄
道
高
架
化
の
整
備
状

況
は
ど
う
か
。　
　
　
　

答
弁

浜
松
環
状
線
未
整

備
区
間
の
約
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
う
ち
、
中
郡
工
区

の
約
510
メ
ー
ト
ル
区
間
は

舗
装
工
事
を
残
す
の
み
と

な
っ
て
お
り
、
２
年
度
末

の
供
用
開
始
に
向
け
、
整

備
を
進
め
て
い
る
。　
　

　
ま
た
、
遠
州
鉄
道
の
高

架
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
西
ヶ
崎
駅
か
ら
南

側
約
600
メ
ー
ト
ル
区
間
の

仮
線
用
地
を
確
保
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
遠

州
鉄
道
株
式
会
社
と
連
携

を
図
り
、
設
計
条
件
の
確

認
を
進
め
る
と
と
も
に
、

懸
案
で
あ
る
高
架
構
造
物

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

事
例
調
査
の
研
究
を
進
め
、

事
業
化
に
向
け
て
調
整
し

て
い
く
。　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
Ｓ
※
３

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
視
点
を

生
か
し
た
人
材
育
成
を

②
使
わ
れ
る
公
園
に
向
け

た
具
体
的
な
取
組
は　

③
地
域
に
根
差
し
た
文
化

資
源
の
活
用
を　
　
　

花井　和夫
自由民主党浜松

浜
松
環
状
線
の
整
備
と
鉄

道
高
架
化
の
早
期
実
現
を

整備が進む浜松環状線（東区中郡町地内）

･



　　浜松市議会では、公開されている本会議や
委員会を全てインターネットで中継しています。
会議開催当日のライブ中継のほか、おおむね１
週間後から録画映像の配信も行っています。

　　当日の配付資料もホームページに掲載してい
ます。御自宅から会議の様子を御覧いただけま
すので、ぜひ御利用ください。

　　平成７年３月定例会からの本会議録、
平成20年４月からの委員会会議録を
インターネットで公開しています。

　　会議の種類、開催年月からだけでな
く、発言者やキーワードなどからも検
索することができますので、ぜひ御利
用ください。

　スマートフォンは　　
こちらから ➡

浜松市議会 議会中継

スマートフォンは　　
こちらから ➡

浜松市議会 会議録検索

※ 感染拡大防止のため、会議の傍聴は
　 極力お控えいただきますよう、ご協力お願いします。
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※
１

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
3
ペ
ー
ジ
）

　

主
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
高
い
成
長
率
を
有
す
る
未
上

場
企
業
に
対
し
て
出
資
を
行
う
投
資
会
社
。
投
資
先
企
業
に
経

営
支
援
を
行
う
こ
と
で
価
値
向
上
を
図
り
、
投
資
先
企
業
の
上

場
（
株
式
公
開
）
後
に
株
式
や
事
業
を
売
却
す
る
こ
と
で
利
益

を
得
る
。
未
上
場
企
業
に
対
し
て
出
資
と
い
う
か
た
ち
で
資
金

を
投
じ
る
た
め
、
産
業
育
成
と
い
う
役
割
が
大
き
い
。　
　
　
　

※
２

プ
ロ
ボ
ノ
（
9
ペ
ー
ジ
）

　
各
分
野
の
専
門
家
が
有
す
る
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
行
う
社

会
貢
献
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
ま
た
、
そ
れ
に
参

加
す
る
専
門
家
自
身
。
も
と
も
と
弁
護
士
な
ど
の
一
部
の
職
種
で

浸
透
し
て
い
た
が
、
近
年
、
幅
広
い
職
種
・
分
野
へ
広
が
り
を
見

せ
て
お
り
、
様
々
な
地
域
課
題
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
３ＳＴ

Ｅ
Ａ
Ｍ
（
ス
テ
ィ
ー
ム
）(

10
ペ
ー
ジ
）

　
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
（
科
学
）
、
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
（
技

術
）
、
Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
（
も
の
づ
く
り
）
、
Ａ
ｒ
ｔ

（
芸
術
）
、
Ｍ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
（
数
学
）
の
５
つ
の
単

語
の
頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。
こ
れ
ら
５
つ
の
領
域
を
重

視
し
、
現
実
の
問
題
を
解
決
に
導
く
力
や
、
今
ま
で
に
な
い
も
の

を
創
造
す
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
に
よ
り
社
会
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
中
、
社
会
に
必
要

と
さ
れ
る
人
材
も
変
化
し
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
人
材
育
成
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用

語

解

説

 本 会 議・委 員 会 の
 イ ン タ ー ネ ッ ト 中 継 を 行 っ て い ま す

会 議 録 検 索 シ ス テ ム を 利 用 で き ま す
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浜松市議会では、インターネットによる本会議・委員会のライブ中継と
録画配信を行っています。このほか、市議会ホームページでは会議録

（本会議・委員会）なども掲載しています。ぜひ御覧ください。
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/gikai/

再生紙を使用しています

紙上美術館
No.172

紙面に関するお問合せ
浜松市議会事務局　調査法制課
☎０５３－４５７－２５１３

はhはままつ市議会だよりの発行日が変更になりました。1月20日号を2月５日号に変更して発行します。

 〔
２
月
〕

12
日　
議
会
運
営
委
員
会

19
日　
本
会
議（
２
月
定
例
会
開
会・

　
　
　
２
年
度
関
係
議
案
上
程
）

22
日　
各
常
任
委
員
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

〔
３
月
〕

１
日　
本
会
議（
２
年
度
関
係
議

　
　
　
案
採
決・３
年
度
関
係
議

　
　
　
案
上
程・施
政
方
針
）

９
日　
議
会
運
営
委
員
会

10
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

11
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

12
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

15
日　
各
常
任
委
員
会

16
日　
各
常
任
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　
本
会
議（
採
決・２
月
定
例

　
　
　
会
閉
会
）

今
後
の
議
会
活
動
の
予
定

方広寺は、建徳２（1371）年に現在の北区引佐町奥山に創建された臨済宗の
寺院である。方広寺の本尊である釈迦如来坐像は、質素な姿を見せる一般的な釈
迦如来とは異なり、髪を高く結い上げて宝冠をかぶるなど、華やかな姿を見せる。
これは釈迦の皇太子時代の姿とされ「宝冠釈迦如来」とも称される。眉間には
白い円形の突起が見られ、耳たぶは環状とする。首には3本の筋を彫り出し、胸
飾りをつける。両肘を曲げ腹前で両掌を重ね親指同士を触れ合わせる。両足を
組み左足を外にして座る。像底には、院派仏師「院

いんきつ
吉、院

いんこう
広、院

いんじゅん
遵」が観応３

（1352）年に制作した旨の銘が刻まれる。面幅が広く四角形の頭部、うつむき
気味の背格好、目尻の上がった切れ長の目、脚部のうねるような衣文などは、院
派仏師特有の表現である。もとは清音寺（茨城県東茨城郡）の本尊であり、江戸
時代、清音寺を訪れた徳川光圀公の命によって修復された旨が、背面に明記され
ている。　　　　　　　　　　 【木造、金泥盛上彩色、玉眼、像高104.2ｃｍ】

浜松市美術館　「 みほとけのキセキ ～遠州・三河の寺宝展～ 」　
３月２５日(木)から４月２５日(日)まで開催　


